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らい病予防法廃止記念

人間の尊厳と共生を目指して

「ら
い
予
防
法
廃
止
記
念
・
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
の
国
際
交
流

会
議
」
が
、
全
国
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
協
議
会
、
ア
イ

デ
ア
、
藤
楓
協
会
主
催
、
厚
生

省
笹
川
記
念
保
健
協
力
財
団
後

援
で
、
六
月
二
十

H
（
土
）
午
後

一
時
よ
り
五
時
ま
で
千
代
田
区

平
河
町
の
砂
防
会
館
で
七
百
人

近
く
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

砂
防
会
館
に
七
百
人

「
東
京
宣
言
」
採
択

「人
間
の
尊
厳
回
復
と
自
立
共

生
を
目
指
す
」

I
D
E
A
の

代
表
た
ち
が
、
世
界
の
ハ
ン
セ

ン
病
対
策
の
現
状
と
将
来
へ
の

期
待
を
協
議
し

「東
京
宣
言
」

を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
患
者
・

回
復
者
の
国
際
交
流
の
促
進
を

は
か
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ン
ド
。
中
国
、
韓
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
か
ら
結
集
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
全
療
協
・
高

瀬
会
長
、
ア
イ
デ
ア
・
コ
パ
ー

ル
会
長
の
挨
拶
、
藤
楓
協
会
総

裁
・
寛
仁
殿
下
の
お
言
築
と
小

泉
厚
生
大
臣
、

W
H
O
の
中

島
宏
事
務
局
長
の
来
賓
挨
拶
、

議会
つ
づ
い
て
福
沢
美
和
さ
ん
が

「盲

流交
導
犬
と
と
も
に
」
を
テ
ー
マ
に

際国
惑
動
的
な
講
演
を
行
っ
た
。

館会
テ
ー
ブ
ル
討
論
で
は
日
本
を

含
む
八
ヵ
国
の
代
表
が
熱
っ
ぼ
く
、

防砂の員
自
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
現

状
報
告
や
提
言
を
行
っ
た
。
そ

満

の
後
、
全
療
協
の
神
事
務
局
長

が
「
東
京
宣
言
」
案
を
朗
読
、

満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
多
磨
、

栗
生
、
駿
河
か
ら
も
バ
ス
で
療
友
、

職
員
多
数
が
参
加
し
て
会
場
を

盛
上
げ
た
。
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一
九
九
八
年
六
月
二
十
日
、

東
京
に
お
い
て
、
日
本
の
ラ
イ

病
予
防
法
廃
止
記
念
事
業
と
し

て
開
催
さ
れ
た

「
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
の
国
際
交
流
会
議
」
に

お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・

回
復
者
及
び

一
般
市
民
は
、

「人

間
の
尊
厳
回
復
と
共
生
を
め
ざ

し
て
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に

意
見
交
換
と
交
流
を
お
こ
な
っ
た
。

今
日
ハ
ン
セ
ン
病
は
。
有
効

な
治
療
法
の
確
立
に
よ
り
、
一

般
の
疾
病
同
様
・
治
癒
す
る
病

気
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
を
は
じ
め
世
界
の
各
国
で
は
、

い
ま
だ
に
い
わ
れ
の
な
い
偏
見

や
社
会
的
差
別
が
根
強
く
存
在
し
、

人
権
と
尊
厳
が
著
し
く
阻
害
さ

れ
て
い
る
と
の
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
・
回
復
者
の
証
言
は
な
に
よ

り
も
重
く
受
け
と
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者

の
辛
酸
を
窮
め
た
永
年
の
闘
病

生
活
や
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
、

人
間
と
し
て
の
生
存
権
を
も
否

定
さ
れ
た
暗
い
歴
史
は
、
再
び

く
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ハ
ン

セ
ン
病
の
啓
発
。
患
者
回
復
者

東
京
璽
言

い
か
な
る
差
別
も
さ
れ

な
い
権
利
を
有
す
る
」

（
第
二
条
）
と
宣
―
―III
し
た
。

我
々
国
際
交
流
会
議

参
加
者

一
同
は
、
世
界

人
権
宣
言
の
理
念
を
想

起
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
・
回
復
者
を
含
む
全

て
の
人
々
が
平
等
に
権

利
と
機
会
を
享
受
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、
次

に
揚
げ
る
課
題
に
自
ら

取
り
組
ん
で
い
く
決
意

で
あ
る
。

の
経
済
的
自
立
の
促
進
。
差
別

の
撤
廃
及
び
社
会
に
お
け
る
共

存
を
め
ざ
す
活
動
は
、
極
め
て

重
要
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る

こ
と
を
共
通
の
認
識
と
す
る
必

要
が
あ
る
。

今
か
ら
五

0
年
前
の
一
九
四

八
年
十
二
月

一
0
日
、
国
際
連

合
第
三
回
総
会
で
採
決
さ
れ
た

世
界
人
権
宣
言
は
、

「す
べ
て
の

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
尊
厳
と
権
利
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
」
（
第
一
条
）
、

「
権
利
と
自
由
の
亨
有
に
関
し
て
、

三

偏
見
及
び
、
あ
ら
ゆ
る

社
会
的
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
自
ら
の
道
を
切
り
拓

い
て
き
た
勇
気
あ
る
先
達
の
努

力
と
志
を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
病
気
の
体
験
者

自
身
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

努
力
を
す
る
こ
と
。

四
ハ
ン
セ
ン
病
だ
け
で
な
く
、

難
病
を
患
う
人
々
や
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
者
と
連
帯
し
、
平
等
な

社
会
参
加
の
機
会
の
拡
大
の
た

め
に
、
菫
要
な
役
割
を
担
っ
て

一
今
回
の
会
議
の
よ
う
な

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
と

一
般
市
民
の
交
流
会
の
機
会
を

拡
大
し
相
互
の
理
解
の
促
進
を

図
る
こ
と
。

ニ
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回

復
者
が
自
ら

一
般
市
民
と
し
て

の
権
利
及
び
責
任
を
自
覚
し
、

積
極
的
に
社
会
と
関
わ
っ
て
い

く
と
同
時
に
、
地
域
社
会
も
か

か
る
努
力
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

＼ンセン

い
く
こ
と
。

五
各
国
の
政
府
や
非
政
府

団
体
に
対
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
・
回
復
者
の
尊
厳
の
尊
重
と

共
生
へ
の
努
力
を
求
め
る
と
同

時
に
、
回
復
者
の
尊
厳
を
傷
つ

け
る
よ
う
な
表
現
を
改
め
る
よ

う
求
め
て
い
く
こ
と
。

六
世
界
の
人
々
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
理
解
を

促
す
た
め
に
、
各
国
の
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
と
回
復
者
の
体
験

に
学
ぶ
と
と
も
に
、
一
層
交
流

を
深
め
る
こ
と
。

七
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
も
、

治
療
を
要
す
る
人
々
が
い
な
く

な
り
、
手
当
を
必
要
と
す
る
障

害
も
、
克
服
す
べ
き
差
別
も
な

く
な
り
、
か
つ
て
こ
の
病
気
を

体
験
し
た
人
た
ち
が
市
民
と
し

て
平
等
の
権
利
と
生
活
空
間
と

論討'>
 
力
義
務
を
享
受
し
、
社
会
に
共
生

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

テ

最
終
的
に
病
気
の
終
息
と
勝
利

の
宣
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
識
し
努
力
を
続
け
る
こ
と
。

以
上
、
国
際
交
流
会
議
の
名

に
お
い
て
宣
言
す
る
。

一
九
九
八
年
六
月
二
十
日

「
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
の
国
際
交
流

会
議
」
参
加
者
一
同

)
J
~
J
~
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

し

趙
昌
源
絵
画
展

資
料
館
で
は
開
館
五
周
年
記

念
行
事
の
前
段
と
し
て
、
九
月

一
日
よ
り
三
十
日
ま
で
研
修
展

示
室
に
お
い
て
、
小
鹿
島
更
正

園
冗
園
長

・
趙
昌
源
先
生
の
絵

画
（
八
点
）
、
他
の
展
示
を
行
う
。

戦
後
の
混
乱
期
、
偏
見
差
別
か

ら
起
き
た
「
飛
兎
里
島
の
大
惨

事
」
を
題
材
に
し
た
異
色
の
絵

画
展
で
あ
る
。
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六

月

二

十

っ

く

っ

て

く

一

日

（

日

）

午

れ

た

展

示

品

前
十

一
時

す

の

英

訳

説

明

ぎ

、

ア

イ

デ

書

を

手

渡

し

、

ア

の

代

表

外

平

沢

運

営

委

十
二
名

の

一

員

の

案

内

で

行

は

、

厚

生

会

場

を

見

学

省

、

藤

楓

協

し

て

回

っ

た

。

会

、

笹

川

記

そ

の

後

一

念

保

健

協

力

行

は

納

骨

堂

財

団

、

全

療

へ

参

拝

し

、

協

、

全

生

園

開

園

以

来

の

職

員

、

自

治

物

故

者

三

千

会
、
資
料
館
関
係
者
多
数
の
出
迎
え
を
受
け
八
百
二
十
五
名
の
霊
に
献
花
を

関

係

者

、

通

資

料

館

を

訪

れ

た

。

棒

げ

た

。

訳

の

ボ

ラ

ン

資

料

館

で

は

こ

の

日

の

た

め

十

二

時

三

十

分

か

ら

一

四

時

テ
ィ
ア
な
ど
、
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
ま
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

*
＊
＊
*
*
＊
*
＊
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

，
 

第
二
十
一
回
ハ
ン
セ
ン
病
医
◎
場
所

・
多
磨
全
生
園
研
修
棟
◎
申
し
込
み
先

・
〒
1
8
|
0
0

学
夏
期
大
学
講
座
（
松
尾
英
一
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
1

0

2

東
京
都
東
村
山
市
青
莱

実
行
委
員
長
）
は
、
次
の
要
領
◎
受
講
料

・

無

料

町

4ー

2
1
1

国
立
感
染
症

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
◎
経
費

・
食
費
・
旅
費
。
宿
泊
研
究
所
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン

◎
期
日
・
平
成
10年
8
月
24

タ
ー
・
夏
期
大
学
講
座
実
行
委

日
（
月
）
ー
8
月
28
日
（
金
）

◎
対
象
・
医
学
部
、
歯
学
部
、

看
護
学
生
、
医
師
、
薗
科
医
師
、

看
護
婦
、
医
療
福
祉
、
医
療
技

術
の
学
生
、
検
査
技
師
、
そ
の

他
医
療
関
係
者
な
ど

◎
定
員
•
四
十
名
程
度

IDEA・全生園で交流会
四団体と理解の話合い

（
低
額
）
自
己
負
担

◎
申
し
込
み
期
限
•
平
成

1
0年

7
月
24
日

沃

子

．

芸

景

妥

1(

）K

芸

芸

〕

一

（

そ’

ハ
ン
包
ン
園
國
拳

夏
期
大
学
講
座

栄

妥

去

〕

一

（

景

〕

＿

，

芸

）

K

X

央

渓

員
会
電
話
．

042ー

391
|
8
2
l
l

FAX.042
|
394
|
9
0
9
2
 

な
お
今
年
は
東
京
以
外
の
三

ヵ
所
の
療
養
所
で
も
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

IDEA代表との懇親会

ー
に
お
い
て
、
交
流
懇
親
会
を

行
な
っ
た
。
こ
の
懇
親
会
に
は

地
元
の
細
渕
一
男
市
長
、
細
渕

静
雄
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
関

口
昭
八
身
患
連
代
表
、
河
邑
晶

子
三
多
摩
肢
障
協
代
表
。
福
岡

寿
美
子
あ
ゆ
み
の
会
代
表
な
ど

も
参
加
し
ア
イ
デ
ア
の
方
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
た
。

つ
づ
い
て

一
四
時
か
ら
一
五

時
三
十
分
ま
で
は
、
次
の
囮
班

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を

行
な
っ
た
。

◎
盲
人
会
▼
エ
チ
オ
ピ
ア
（
ア
レ

ガ
・
ゼ
レ
レ
ク
）
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
（
エ
ル
ネ
ス
ト
・
カ
バ
ー
ス
）

納骨堂参拝の代表たち

◎
草
創
会
・
愛
友
会
▼
イ
ン
ド

(
P
•
K
コ
パ
ー
ル
）
、
中
国

（
楊
理
合
1
1
ヤ
ン
・
リ
ー
ホ
ウ
）

◎
宗
団
▼
ア
メ
リ
カ
（
バ
ー
ナ
ド
・

プ
ニ
カ
イ
ヤ
、
ア
ン
ウ
ェ
イ
・

ロ
ー
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
フ
ァ
ス
テ

ィ
ー
ノ
・
ピ
ン
ト
）

◎
互
助
会
▼
韓
国
（
鄭
相
櫂
1
1
チ

ヤ
ン
・
サ
ン
ゴ
ン
、
同
夫
人
、
ウ
、

パ
ク
、
チ
ャ
ン
）
各
班
に
は
そ
れ

ぞ
れ
通
訳
や
参
加
者
も
分
散
し

て
出
席
し
話
合
い
を
盛
り
上
げ
た
。

な
お
一
行
は
二
十
三
、
二
十

四
日
、
三
班
に
分
か
れ
、
松
丘
、

大
島
、
宮
古
を
訪
問
し
、
二
十

五
日
帰
国
さ
れ
た
。

甚
芥
母

X
母
苓
ど
苓
母
其
也
其
也

X
占

X
愚

X
母
苓
ギ
斥
占
其

「
ア
イ
デ
ア
展
」

国
際
交
流
会
議
の
際
、
砂
防

会
館
で
展
示
さ
れ
た
「
ア
イ
デ

ア
展
」
の
写
真
パ
ネ
ル
十
数
点

を
七
月
五
日
（
日
）
よ
り
三
十
日

（
木
）
ま
で
、
資
料
館
研
修
展
示

室
で
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
写
真
は
元
朝
日
新
聞
の

カ
メ
ラ
マ
ン
・
八
重
樫
信
之
氏

が
撮
影
し
た
も
の
で
、
対
象
は

世
界
各
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

や
回
復
者
た
ち
で
あ
る
。
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五
月
二
日
よ
り
六
月
三
十
日
ま
で
資
料
館
研
修
展
示

室
で
開
催
さ
れ
た

「栗
生
楽
泉
園
・
星
塚
敬
愛
園
思
い

出
の
写
真
展
」
は
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

栗
生
は
湯
之
沢
部
楽
、
保
育
所
、
運
動
会
、
食
事
運

搬
な
ど
四
十
点
、
星
塚
は
昭
和
十
年
、
奄
美
（
大
島
郡
）

よ
り
二
六
人
沖
縄
よ
り

―
二
九
人
収
容
時
や
、
引
揚
げ

の
時
の
写
真
な
ど
四
十
点
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
に
は
思

い
出
の
深
い
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

五
月
二
十
四
日
に
は
カ
ラ
オ
ケ
交
歓
会
に
来
園
し
た

星
塚
療
友
八
名
、
六
月
四
日
に
は
栗
生
か
ら
入
園
者
、

職
員
十
八
名
が
バ
ス
で
来
訪
し
、
そ
れ
ぞ
れ
写
真
展
を

見
学
、
な
つ
か
し
い
写
真
に
声
を
は
ず
ま
せ
て
語
り
合

っ
て
い
た
。
な
お
来
年
は

「沖
縄
愛
楽
園
・
宮
古
南
静

園
思
い
出
の
写
真
展
」
を
予
定
し
て
い
る
。

永
田
良
吉
は
一
八
八
六
（
明

治
十
九
）
年
九
月
十
四
日
、
鹿

児
島
県
鹿
屋
に
生
ま
れ
、
明
治

四
十
二
年
大
姶
良
村
吾
平
小
学

校
の
代
用
教
員
と
な
り
、

一
九

一
三
（
大
正
二
）年、

二
十
七
歳

で
大
姶
良
村
議
会
議
員
に
当
選
。

大
正
四
年
同
村
村
長
と
な
る
。

大
正
八
年
、
鹿
児
島
県
議
会

議
員
に
当
選
。
昭
和
三
年
衆
議

院
議
員
に
初
当
選
。
ら
い
予
防

法
を
審
議
す
る
委
員
と
な
る
。

こ
の
時
、
全
国
で
鹿
児
島
県

が
日
本
一
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

1 栗生楽泉園・星塚敬愛園 I 

思い出の写真属

多
い
こ
と
を
知
り
、
ら
い
問
題

に
深
い
関
心
を
持
ち
、

「政
治

は
愛
な
り
」
を
説
く
。

一
九
三

一
（
昭
和
六
）
年
、
ら

い
予
防
法
案
に
つ

い
て
意
見
を

⑯
 
ちた者駆先

陳
述
、
昭
和
七
、
八
の
両
年
国

会
に

「鹿
児
島
県
に
ラ
イ
療
養

所
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
を

提
出
す
る
。

昭
和
十
年
十
月
二
十
八
日
、

永

田

良

吉
八
八
六
ー

一
九
七

星
塚
敬
愛
園
が
開
設
さ
れ
る
。

自
ら
の
出
身
地
に
ラ
イ
療
養

所
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
地
元
民
か
ら
猛
反
対
が
あ
り
、

数
々
の
迫
害
を
受
け
た
が
、
く

り
返
し
、
く
り
返
し
、
誠
心
誠

意
説
得
を
続
け
、
開
設
に
こ
ぎ

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十

八
年
に
は
代
議
士
の
侭
、
第
二

代
鹿
屋
市
長
と
な
る
。

六
月
二
十
五
日
は
資
料
館
開

館
五
周
年
に
あ
た
る
が
、
今
年

は
国
際
交
流
会
議
等
が
あ
っ
た

た
め
、
記
念
行
事
は
秋
に
次
の

要
領
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「趙
根
在
（
故
村
井
金

一
）
写
真

展
」

昭
和
三
、
四
十
年
代
、

各
療
養
所
を
周
り
、
病
気
を
克

服
し
て
い
く
人
々
の
姿
を
撮
り

つ
づ
け
た
貴
重
な
写
真
百
点

昭
和
二
十
七
年
、
六
十
六
歳

で
衆
議
院
議
員
に
七
回
目
の
当
選
。

同
三
十
一
年
、
鹿
屋
市
長
と
な
り
、

同
三
十
九
年
任
期
を
終
え
、
鹿

屋
市
名
誉
市
民
と
な
り
、
昭
和

四
十
六
年
五
月
十
一
日
八
六
歳

で
没
す
。

そ
の
間
、
藤
楓
協
会
よ
り
貞

明
皇
后
ご
遺
金
感
謝
状
、
厚
生

大
臣
よ
り
救
ラ
イ
惑
謝
状
、
保

健
文
化
賞
な
ど
を
受
け
る
。謬曇

資
料
館
五
周
年

記
念
展

◎
期
日

十
月
十
五
日
（
木
）
よ

り
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
ま
で

◎
場
所
資
料
館
研
修
展
示
室

こ

●
●
ー
ー
・
一
●
●
●
一
●
●
ー
一
●
ー
一
●
ー
一
●
ー
一
●
ー

・

定
着
村
よ
り
来
館

四
月
十
六
日
、
韓
国
全
羅
北

道
の
定
着
村
、
益
山
農
場
か
ら

沈
田
潰
（
シ
ム
チ
ェ
ン
ワ
ン
）
さ

ん
が
、
介
助
の
金
賢
沫
農
場
長

と
と
も
に
来
訪
さ
れ
た
。

沈
さ
ん
は
戦
前
日
本
の
教
育

を
受
け
、
日
本
語
も
達
者

「小

鹿
島
半
世
紀
」
な
ど
の
著
書
も

あ
り

「益
山
農
場
の
沿
革
」「
定

着
村
一
覧
表
」
な
ど
の
寄
贈
を

受
け
る
。
「資
料
館
は
ぜ
ひ
見
た
か

っ

た
」
と
の
こ
と
で
、
大
変
感
動

し
て
お
ら
れ
た
。
全
生
園
で
は

二
泊
さ
れ
、
互
助
会
（
韓
国
人

入
園
者
の
会
）
、
聖
公
会
の
方

と
歓
迎
、
神
山
復
生
病
院
、
神

山
教
会
な
ど
も
訪
問
し
、
帰
国

さ
れ
た
。

◎
あ
と
が
き

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
は
早
く

も
開
館
五
周
年
を
迎
え
た
。
記

念
行
事
、
運
営
等
頭
の
痛
い
問

題
が
山
積
、
高
齢
化
の
中
、
生

残
り
を
必
至
に
模
索
！
（
修
）
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